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『
古
事
記
』
神
武
天
皇
東
征
記
事
に
表
れ
た
吉
野
観
―
―
〈
言
向
〉
と
「
言
依
」
の
饗
宴
に
与
か
る
重
層
的
吉
野
川
像
―
―
小
川
茉
莉
佳
一
．
は
じ
め
に
よ
き
野
と
し
て
『
万
葉
集
』・『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
詠
ま
れ
た
吉
野
は
、
竜
門
山
塊
が
目
前
に
聳
え
、
近
畿
の
最
高
峰
八
経
ヶ
岳
を
頂
点
と
す
る
大
峰
山
脈
、
熊
野
に
繋
が
る
吉
野
山
地
を
背
に
し
、
台
高
山
脈
か
ら
流
れ
来
る
吉
野
川
が
東
西
に
流
路
を
辿
る
、
山
紫
水
明
の
地
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
吉
野
が
『
記
』・『
紀
』
の
両（
１
）書に
お
い
て
叙
述
さ
れ
た
、
次
の
神
武
天
皇
東
征
伝
承
を
分
析
の
題
材
に
据
え
る
。
Ａ
（
前
略
）
於
是
、
亦
、
ａ
高
木
大
神
之
命
以
、
覚
白
之
、
天
神
御
子
、
自
此
於
奥
方
莫
便
入
幸
。
荒
神
、
甚
多
。
今
自
天
遣
八
咫
烏
。
故
其
八
咫
烏
、
引
道
。
従
其
立
後
応
幸
行
。
故
、
随
其
教
覚
、
ｂ
従
其
八
咫
烏
之
後
幸
行
者
、
ｃ
到
吉
野
河
之
河
尻
時
、
作
筌
有
取
魚
人
。
爾
、
天
神
御
子
問
、
汝
者
、
誰
也
、
答
曰
、
僕
者
、
国
神
、
名
謂
贄
持
之
子
。
此
者
。
阿
陀
之
鵜
飼
之
祖
。
従
其
地
幸
行
者
、
生
尾
人
、
自
井
出
来
。
其
井
有
光
。
爾
、
問
、
汝
者
、
誰
也
、
答
曰
、
僕
者
、
国
神
、
名
謂
ｄ
井
氷
鹿
。
此
者
。
吉
野
首
等
祖
也
。
即
、
入
其
山
之
、
亦
、
遇
生
尾
人
。
此
人
、
押
分
巌
而
出
来
。
爾
、
問
、
汝
者
、
誰
也
、
答
曰
、
僕
者
、
国
神
、
名
謂
石
押
分
之
子
。
今
、
聞
天
神
御
子
幸
行
故
、
参
向
耳
。
此
者
。
吉
野
国
巣
之
祖
。
自
其
地
蹈
穿
、
越
幸
宇
陀
。（
後
略
）
（『
記
』
中
巻
神
武
天
皇
）
Ｂ
（
前
略
）
ａ
天
照
大
神
訓
于
天
皇
曰
、
朕
今
遣
頭
八
咫
烏
。
宜
以
為
郷
導
者
。（
中
略
）
遂
達
于
菟
田
下
県
。（
中
略
）
天
皇
使
徴
兄
猾
及
弟
猾
者
。（
中
略
）
是
後
ｂ
天
皇
欲
省
吉
野
之
地
、
乃
従
菟
田
穿
邑
、
親
率
軽
兵
巡
幸
焉
。
ｃ
至
吉
野
時
、
有
人
出
自
井
中
。
光
而
有
尾
。
天
皇
問
之
曰
、
汝
何
人
。
対
曰
、
臣
是
而
神
。
名
為
ｄ
井
光
。
此
則
吉
野
首
部
始
祖
也
。
更
少
進
、
亦
有
尾
而
披
磐
石
而
出
者
。
天
皇
問
之
曰
、
汝
何
人
。対
曰
、臣
是
磐
排
別
之
子
。排
別
、
此
云
飫
時
和
句
。
此
則
吉
野
国
樔
部
始
祖
也
。ｅ
及
縁
水
西
行
、
亦
有
作
梁
取
魚
者
。
梁
、
此
云
揶
奈
。
天
皇
問
之
。
対
曰
、
臣
是
苞
苴
担
之
子
。
苞
苴
担
、
此
云
珥
倍
毛
菟
。
此
則
阿
太
養
鸕
部
始
祖
也
。（
後
略
）
（『
紀
』
巻
第
三
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
六
月
―
八
月
）
こ
の
両
書
の
吉
野
記
事
に
は
、
吉
野
川
沿
い
と
い
う
行
路
の
自
然
的
環
境
と
、
吉
野
行
幸
中
に
遭
遇
す
る
三
人
の
国
津
神
の
記
述
に
、
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
主
に
次
の
四
点
の
差
異
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
吉
野
川
の
上
り
下
り
に
係
る
行
幸
順
序
で
あ
る
。
古
代
、
吉
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野
川
は
、『
万
葉
集
』
巻
第
六
雑
歌
中
の
九
二
〇
番
歌
に
、
宮
滝
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
吉
野
離
宮
と
と
も
に
詠
み
込
ま
れ
、
ま
た
巻
第
七
雑
歌
中
の
一
一
〇
五
番
歌
に
は
六
田
と
と
も
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
滝
か
ら
六
田
の
辺
り
を
流
れ
る
川
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ（
２
）る。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、『
記
』
に
お
い
て
「
吉
野
河
之
河
尻
」
が
「
阿
陀
之
鵜
飼
之
祖
」
と
会
う
場
に
な
る
こ
と
（
引
用
Ａ
傍
線
部
ｃ
）
は
、
阿
陀
が
六
田
に
比
較
的
近
い
と
い
う
地
理
的
条
件
に
照
ら
す
と
頷
け
る
。
ま
た
、『
記
』
の
「
井
氷
鹿
」
（
引
用
Ａ
傍
線
部
ｄ
）
及
び
『
紀
』
の
「
井
光
」（
引
用
Ｂ
傍
線
部
ｄ
）
は
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
巻
一
八
に
よ
る
と
、
行
路
に
照
ら
す
と
飯
貝
の
地
が
適
当
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
『
記
』
で
は
、
阿
陀
付
近
の
「
吉
野
河
之
河
尻
」
か
ら
川
沿
い
に
進
み
、
飯
貝
付
近
に
達
し
た
後
山
に
入
る
と
い
う
遡
上
の
行
幸
路
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、『
紀
』
で
は
傍
線
部
ｃ
で
「
吉
野
に
至
っ
た
」
と
さ
れ
る
場
が
飯
貝
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
国
樔
に
か
け
て
一
旦
遡
上
し
つ
つ
も
、阿
陀
へ
向
か
っ
て
「
及
縁
水
西
行
」（
引
用
Ｂ
傍
線
部
ｅ
）
す
る
と
い
う
、
全
体
と
し
て
は
川
路
に
沿
う
経
路
を
辿
っ
て
い
る
。
両
書
の
差
異
の
二
点
目
は
「
参
向
」（
上
位
者
に
対
す
る
従
属
の
態
度
を
示
す
）
の
有
無
で
あ
る
。『
記
』
に
は
「
石
押
分
之
子
」
の
「
参
向
」
の
叙
述
が
見
ら
れ
る
が
（
引
用
Ａ
二
重
傍
線
部
）、『
紀
』
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
三
点
目
は
、
吉
野
行
幸
前
後
の
話
素
の
差
異
に
伴
う
天
神
の
関
与
の
あ
り
方
で
あ
る
。『
記
』
で
は
、「
高
木
大
神
」
の
派
遣
し
た
八
咫
烏
の
直
接
的
な
導
き
に
よ
っ
て
、
天
皇
は
「
吉
野
河
之
河
尻
」
に
至
る
が
（
引
用
Ａ
傍
線
部
ａ
）、『
紀
』
で
は
、「
天
照
大
神
」
が
派
遣
し
た
八
咫
烏
は
、
天
皇
を
菟
田
下
県
と
い
う
、
菟
田
県
の
魁
帥
で
あ
る
兄
猾
・
弟
猾
と
ま
み
え
る
地
に
導
い
て
行
く
（
引
用
Ｂ
傍
線
部
ａ
）。
そ
し
て
四
点
目
は
、
行
幸
の
性
質
で
あ
る
。
『
記
』
で
は
、
八
咫
烏
の
導
き
に
よ
る
行
幸
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
が
（
引
用
Ａ
傍
線
部
ｂ
）、『
紀
』
で
は
天
皇
が
「
省
む
と
欲
し
」
た
た
め
の
行
幸
と
あ
る
（
引
用
Ｂ
傍
線
部
ｂ
）。
従
来
、
こ
れ
ら
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
元
来
国
津
神
の
本
拠
地
の
地
域
性
と
合
わ
せ
た
伝
承
が
諸
説
あ
る
こ（
３
）とや
、
行
幸
路
が
合
理
的
か
否
か
と
い
う
こ（
４
）とに
は
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
が
、
両
書
に
所
収
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
両
書
間
の
相
違
を
時
代
の
意
向
の
問
題
と
捉
え
た（
５
）り、
話
素
の
絡
み
合
う
物
語
の
文
脈
上
の
〈
読
み
〉
の
立
場
に
立
っ
て
、
両
書
の
相
違
を
必
然
的
な
も
の
と
解
す
る
論
も
あ（
６
）る。
本
稿
で
は
、
右
の
吉
野
叙
述
を
、
時
代
を
映
し
た
形
成
過
程
の
表
れ
と
見
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
書
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
物
語
を
構
成
す
る
話
素
の
一
つ
と
し
て
扱
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
吉
野
叙
述
が
両
書
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
必
然
性
や
、
物
語
中
で
の
吉
野
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。以
下
、
前
述
し
た
両
書
の
四
つ
の
相
違
点
、
と
り
わ
け
「
参
向
」
の
有
無
に
注
目
し
な
が
ら
、
神
武
東
征
伝
承
の
文
脈
の
解
釈
及
び
他
神
話
と
の
繋
が
り
の
検
証
や
内
容
比
較
を
行
う
こ
と
で
、『
記
』
の
特
異
性
を
見
定
め
、
神
武
天
皇
東
征
記
事
（
引
用
Ａ
）
に
表
れ
た
吉
野
観
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
二
．
繰
り
返
さ
れ
る
言
向
―
葦
原
中
国
平
定
譚
・
天
孫
降
臨
譚
と
神
武
東
征
伝
承
―
そ
も
そ
も
、『
記
』
の
神
武
東
征
伝
承
に
お
け
る
吉
野
叙
述
は
、
そ
の
東
征
の
終
わ
り
に
「
故
、
如
此
言
向
平
和
荒
夫
琉
神
等
、
夫
琉
二
字
以
音
。
退
撥
不
伏
人
等
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
言
向
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
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言
向
と
は
、
上
位
者
及
び
下
位
者
の
言
葉
を
媒
体
と
す
る
、『
記
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
統
治
概
念
で
あ（
７
）る。
ま
た
、
被
統
治
者
で
あ
る
下
位
者
と
は
、
上
位
の
統
治
者
が
も
た
ら
す
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
な
い
荒
ぶ
る
者
を
指
（
８
）すと
い
う
。
こ
の
荒
ぶ
る
者
に
対
す
る
言
向
と
い
う
統
治
概
念
は
、「
た
む
く
」
に
象
徴
さ
れ
る
武
力
に
よ
る
平
定
の
謂
を
内
包
す
る
一
方
で
、
天
神
の
「
命
」
が
前
提
と
な
っ
た
、
被
統
治
者
を
参
向
的
存
在
と
し
て
捉
え
る
統
治
の
在
り
方
を
示
し
、
被
統
治
者
を
否
定
す
る
語
を
用
い
た
『
紀
』
の
統
治
の
在
り
方
と
は
対
称
的
で
あ（
９
）ると
い
う
。
岸
根
敏
幸
氏
も
こ
の
言
向
の
在
り
方
を
、
過
激
な
平
定
と
は
異
な
る
穏
健
な
同
意
の
も
と
で
の
統
治
と
い
う
、
下
位
者
か
ら
の
参
向
的
姿
勢
が
不
可
欠
な
統
治
概
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
野
志
隆
光
氏
に
よ
る
と
、
言
向
に
は
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
一
方
向
的
な
関
係
で
は
な
く
、
双
方
向
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
統
治
に
伴
う
双
方
の
言
の
交
わ
り
の
中
で
も
、
特
に
下
位
者
す
な
わ
ち
荒
ぶ
る
者
で
あ
る
被
統
治
者
か
ら
の
言
葉
こ
そ
が
、
言
向
に
よ
る
統
治
を
特
徴
づ
け
る
要
素
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
言
向
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
作
中
で
王
権
の
歴
史
構
築
の
た
め
に
意
識
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
１０
）る。
例
え
ば
、
都
倉
義
孝
氏
は
、
神
武
東
征
伝
承
（
後
掲
引
用
Ｉ
）
で
、
建
御
雷
神
か
ら
高
倉
下
を
介
し
神
武
天
皇
に
渡
さ
れ
た
「
横
刀
」
が
、「
熊
野
之
荒
神
」
を
言
向
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
、
葦
原
中
国
平
定
譚
（
後
掲
引
用
Ｇ
・
Ｈ
）
で
、
大
国
主
神
等
を
言
向
し
た
刀
剣
神
建
御
雷
神
の
霊
威
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
榎
本
福
寿
氏
は
、
神
武
東
征
伝
承
（
後
掲
引
用
Ｉ
）
で
、
こ
の
「
横
刀
」
を
以
て
「
熊
野
之
荒
神
」
を
言
向
す
る
叙
述
が
、
統
治
者
で
あ
る
神
武
天
皇
の
呼
称
を
、「
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
」
か
ら
「
天
神
御
子
」
へ
と
変
化
さ
せ
る
契
機
と
な
る
こ
と
は
、
葦
原
中
国
平
定
譚
（
後
掲
引
用
Ｇ
）
で
、
荒
ぶ
る
建
御
名
方
神
を
言
向
し
、
統
治
の
完
遂
に
向
か
っ
て
前
進
し
た
時
、
統
治
神
で
あ
る
天
忍
穗
耳
命
に
対
し
て
国
津
神
の
用
い
る
呼
称
が
、「
天
神
之
御
子
」
か
ら
「
天
神
御
子
」
へ
と
変
化
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
に
当
た（
１１
）ると
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
武
東
征
伝
承
で
の
言
向
を
契
機
と
し
た
統
治
者
の
呼
称
の
変
化
は
、
天
孫
降
臨
譚
（
後
掲
引
用
Ｄ
）
で
、
統
治
神
で
あ
る
邇
々
芸
命
が
、
猿
田
毘
古
神
を
初
め
て
言
向
し
た
時
、
猿
田
毘
古
神
が
邇
々
芸
命
に
対
し
「
天
神
御
子
」
の
呼
称
を
初
め
て
用
い
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、神
武
東
征
伝
承
に
見
ら
れ
る
言
向
は
、葦
原
中
国
平
定
譚
・
天
孫
降
臨
譚
に
表
れ
た
言
向
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
こ
の
三
話
に
見
え
る
統
治
概
念
と
し
て
の
言
向
は
、
一
貫
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
一
貫
性
の
あ
る
三
話
の
言
向
と
、
そ
の
周
辺
の
叙
述
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、『
記
』
の
吉
野
叙
述
（
引
用
Ａ
）
に
見
ら
れ
る
言
向
の
特
異
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。
三
．
言
向
の
叙
述
比
較
―
吉
野
で
展
開
す
る
特
有
の
言
向
―
ま
ず
、『
記
』
に
の
み
認
め
ら
れ
る
「
参
向
」（
引
用
Ａ
二
重
傍
線
部
）
は
、
神
武
天
皇
に
対
す
る
国
つ
神
の
従
属
の
姿
勢
が
明
文
化
さ
れ
た
言
葉
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
言
向
と
い
う
、『
記
』
を
特
徴
づ
け
る
統
治
様
式
を
具
体
的
に
言
語
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
参
向
」
は
、
吉
野
叙
述
の
後
、
天
皇
が
宇
陀
へ
入
り
、
兄
宇
迦
斯
・
弟
宇
迦
斯
に
会
う
次
の
場
面
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
Ｃ
故
爾
、
於
宇
陀
有
兄
宇
迦
斯
（
中
略
）・
弟
宇
迦
斯
二
人
。
故
、
先
遣
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八
咫
烏
、
問
二
人
曰
、
今
、
天
神
御
子
、
幸
行
。
①
汝
等
、
仕
奉
乎
。
（
中
略
）
弟
宇
迦
斯
先
②
参
向
、（
中
略
）
故
、
③
参
向
顕
白
。
爾
、（
中
略
）
召
兄
宇
迦
斯
罵
詈
云
、（
中
略
）
即
握
横
刀
之
手
上
、（
中
略
）
乃
己
所
作
押
見
打
而
死
。（
後
略
）
（『
記
』
中
巻
神
武
天
皇
）
兄
弟
に
は
国
つ
神
と
い
う
表
記
は
な
い
が
、
後
に
神
武
天
皇
に
も
た
ら
さ
れ
る
言
向
の
媒
体
で
あ
る
「
横
刀
」（
後
掲
引
用
Ｉ
）
が
、
兄
宇
迦
斯
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
（
傍
線
部
）
で
、
引
用
Ｃ
が
神
武
東
征
伝
承
に
関
わ
る
言
向
と
い
う
話
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。
こ
こ
で
は
、
二
重
傍
線
部
①
「
汝
等
、
仕
奉
乎
」
と
い
う
問
い
に
呼
応
す
る
形
で
、
地
の
文
及
び
弟
宇
迦
斯
の
台
詞
の
中
で
「
参
向
」（
二
重
傍
線
部
②
③
）
が
用
い
ら
れ
、
言
向
の
問
答
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
問
答
形
式
の
叙
述
が
、
天
孫
降
臨
譚
中
の
次
の
二
つ
の
話
素
Ｄ
・
Ｅ
に
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
爾
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
、
詔
太
子
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
忍
穗
耳
命
、
今
、
平
訖
葦
原
中
国
之
白
。
故
、
随
言
依
賜
、
降
坐
而
知
者
。
（
中
略
）
是
以
、
随
白
之
、
科
詔
日
子
番
能
邇
々
芸
命
、
此
豊
葦
原
水
穗
国
者
、
汝
将
知
国
言
依
賜
。
故
、
随
命
以
可
天
降
。（
中
略
）
故
爾
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
、
詔
天
宇
受
売
神
、（
中
略
）
故
、
専
汝
往
将
問
者
、
吾
御
子
為
天
降
之
道
、
誰
如
此
而
居
。
故
、
問
賜
之
時
、
答
白
、
僕
者
国
神
、
名
猿
田
毘
古
神
也
。
所
以
出
居
者
、
聞
天
神
御
子
天
降
坐
故
、
仕
奉
御
前
而
、
参
向
之
侍
。（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
Ｅ
（
前
略
）
於
是
、
送
猿
田
毘
古
神
而
還
到
、
乃
悉
追
聚
鰭
広
物
・
鰭
狭
物
以
、
問
言
、
①
汝
者
、
天
神
御
子
仕
奉
耶
之
時
、
諸
魚
皆
、
②
仕
奉
白
之
中
、（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
引
用
Ｄ
で
は
、
二
重
傍
線
部
で
、
天
宇
受
売
神
が
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
「
命
」
に
よ
り
「
誰
如
此
而
居
」
と
問
い
、
猿
田
毘
古
神
が
「
仕
奉
」
し
「
参
向
」
し
た
と
答
え
る
、「
命
」
を
基
底
と
し
た
典
型
的
な
言
向
の
問（
１２
）答が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
言
向
が
「
命
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、「
問
賜
」
と
い
う
、
二
柱
神
か
ら
派
遣
さ
れ
た
天
宇
受
売
神
の
身
を
借
り
て
、
あ
く
ま
で
も
二
柱
神
の
「
命
」
を
発
す
る
と
い
う
、
敬
称
を
用
い
た
叙
述
方
法
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
引
用
Ｅ
の
「
諸
魚
」（
傍
線
部
）
に
は
、
国
津
神
で
あ
る
と
い
う
言
及
は
な
い
も
の
の
、
天
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
天
宇
受
売
命
の
「
汝
者
、
天
神
御
子
仕
奉
耶
」（
引
用
Ｅ
二
重
傍
線
部
①
）
と
い
う
「
諸
魚
」
に
向
け
た
問
い
が
、
引
用
Ｃ
に
み
え
た
、
天
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
八
咫
烏
の
、「
汝
等
、
仕
奉
乎
」（
引
用
Ｃ
二
重
傍
線
部
①
）
と
い
う
兄
宇
迦
斯
・
弟
宇
迦
斯
に
対
す
る
言
向
の
問
い
と
叙
述
形
式
と
し
て
酷
似
す
る
。
さ
ら
に
、
天
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
者
が
、
相
対
す
る
「
諸
魚
」
に
対
し
て
、
邇
々
芸
命
に
従
属
す
る
か
否
か
を
問
い
、「
仕
奉
」（
引
用
Ｅ
二
重
傍
線
部
②
）
と
い
う
返
答
を
得
る
構
図
は
、
引
用
Ｄ
に
類
し
て
お
り
、
引
用
Ｅ
も
ま
た
言
向
の
話
素
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
野
叙
述
Ａ
・
Ｃ
と
天
孫
降
臨
譚
Ｄ
・
Ｅ
に
み
え
る
「
仕
奉
」・「
参
向
」
と
は
、
神
武
天
皇
や
邇
々
芸
命
と
い
う
天
神
由
来
の
地
上
の
統
治
者
が
行
う
言
向
の
問
答
の
う
ち
、
国
つ
神
に
代
表
さ
れ
る
被
統
治
者
の
応
答
に
あ
た
る
具
体
的
な
叙
述
と
し
て
、
形
式
的
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
Ｄ
・
Ｅ
の
天
孫
降
臨
譚
で
は
、「
汝
等
、
仕
奉
乎
」
や
「
仕
奉
」・「
参
向
」
と
い
っ
た
言
向
の
問
答
叙
述
の
前
提
に
、
引
用
Ｄ
の
波
線
部
に
見
ら
れ
る
「
言
依
」
の
叙（
１３
）述が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
孫
降
臨
譚
で
は
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
が
、
邇
々
芸
命
に
対
し
、「
命
」
と
し
て
「
知
国
」
す
な
わ
ち
統
治
を
「
言
依
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
の
「
言
依
」
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さ
れ
た
統
治
方
法
の
体
現
と
し
て
、「
汝
等
、
仕
奉
乎
」
や
「
仕
奉
」・「
参
向
」
と
い
う
言
向
の
問
答
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
「
言
依
」
が
、
言
向
の
具
体
的
な
叙
述
の
前
提
と
さ
れ
、「
命
」
と
言
向
の
叙
述
と
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
関
係
性
は
、
次
の
葦
原
中
国
平
定
譚
に
も
同
様
に
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｆ
⑴
天
照
大
御
神
之
命
以
、
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
国
者
、
我
御
子
、
正
勝
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穗
耳
命
之
所
知
国
、
言
因
賜
而
、（
中
略
）
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
国
者
、
伊
多
久
佐
夜
藝
弖
此
七
字
以
音
。
有
那
理
、（
中
略
）
⑵
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
之
命
以
、
於
天
安
河
之
河
原
神
集
八
百
万
神
集
而
、
思
金
神
令
思
而
、
詔
、
此
葦
原
中
国
者
、
我
御
子
之
所
知
国
、
言
依
所
賜
国
也
。
故
、
以
為
於
此
国
道
速
振
荒
振
国
神
等
之
多
在
、
是
、
使
何
神
而
将
言
趣
。（
後
略
）（『記
』
上
巻
）
Ｇ
此
二
神
（
中
略
）
問
其
大
国
主
神
言
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
、
問
使
之
。
汝
之
宇
志
波
祁
流
此
五
字
以
音
。
葦
原
中
国
者
、
我
御
子
之
所
知
国
言
依
賜
。
故
、
汝
心
、
奈
何
。（
中
略
）
故
爾
、
遣
天
鳥
船
神
、
徵
来
八
重
事
代
主
神
而
、
問
賜
之
時
、
語
其
父
大
神
言
、
恐
之
。
此
国
者
、
立
奉
天
神
之
御
子
（
中
略
）
建
御
名
方
神
白
、
恐
。
莫
殺
我
。
此
葦
原
中
国
者
、
随
天
神
御
子
之
命
献
。（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
Ｈ
問
其
大
国
主
神
、
汝
子
等
、
事
代
主
神
・
建
御
名
方
神
二
神
者
、
随
天
神
御
子
之
命
勿
違
白
訖
。
故
、
汝
心
奈
何
。
爾
、
答
白
之
、
僕
子
等
二
神
随
白
、
僕
之
、
不
違
。
此
葦
原
中
国
者
、
随
命
既
献
也
。（
中
略
）
故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
、
復
奏
言
向
和
平
葦
原
中
国
之
状
。
（『
記
』
上
巻
）
引
用
Ｆ
・
Ｇ
の
波
線
部
は
、
先
の
引
用
Ｄ
の
波
線
部
に
み
え
た
、
天
神
の
「
命
」
と
し
て
統
治
神
の
「
知
国
」
を
「
言
依
」
す
る
叙
述
形
式
と
共
通
し
て
お
り
、
か
つ
引
用
Ｆ
・
Ｇ
の
二
重
傍
線
部
に
示
さ
れ
た
言（
１４
）向の
問
答
叙
述
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
Ｈ
の
波
線
部
は
、
引
用
Ｇ
で
語
ら
れ
た
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
「
命
」
と
し
て
の
「
言
依
」
に
基
づ
い
て
（
波
線
部
）、
天
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
建
御
雷
神
・
天
鳥
船
神
が
、
事
代
主
神
及
び
建
御
名
方
神
に
従
属
を
問
い
、
服
属
す
る
返
答
を
得
る
（
二
重
傍
線
部
）
と
い
う
、
言
向
が
成
功
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
引
用
Ｇ
で
の
言
向
の
成
功
、
す
な
わ
ち
地
上
世
界
の
「
知
国
」
と
い
う
完
全
な
る
統
治
達
成
へ
の
一
歩
を
表
し
た
、
引
用
Ｈ
波
線
部
を
前
提
と
し
て
、
建
御
雷
神
か
ら
大
国
主
神
へ
の
言
向
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
（
引
用
Ｈ
二
重
傍
線
部
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
引
用
Ｈ
波
線
部
は
、
大
国
主
神
に
対
す
る
言
向
を
導
き
出
す
「
言
依
」
的
性
質
を
帯
び
た
文
で
あ
る
と
解
せ
よ
う
。
烏
谷
知
子
氏
は
、
引
用
Ｆ
で
「
命
以
」・「
言
依
」・「
言
向
」
の
記
載
が
続
け
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
三
語
は
関
連
を
有
す
る
も
の
と
捉
え
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
葦
原
中
国
平
定
譚
・
天
孫
降
臨
譚
に
お
い
て
は
、単
な
る
関
連
に
止
ま
ら
ず
、天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
「
命
」
と
し
て
の
、
統
治
神
に
対
す
る
「
知
国
」
を
表
す
「
言
依
」
に
基
づ
き
、
初
め
て
言
向
が
叙
述
さ
れ
る
と
い
う
、言
向
を
行
う
上
で
の
必
要
条
件
と
し
て
、
「
命
」
と
し
て
の
「
言
依
」
が
作
用
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
い
出
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
命
」
と
し
て
の
「
言
依
」
な
く
し
て
言
向
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
連
関
性
は
、
神
武
東
征
伝
承
に
も
認
め
ら
れ
る
。
Ｉ
故
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
中
略
）
到
熊
野
村
之
時
、
大
熊
、
髮
出
入
、
即
失
。
爾
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
、
倐
忽
為
遠
延
、（
中
略
）
此
時
、
熊
野
之
高
倉
下
、
此
者
人
名
。
一
横
刀
、
到
於
天
神
御
子
之
伏
地
而
献
之
時
、
天
神
御
子
、
即
寤
起
、
詔
、
長
寝
乎
。
故
、
受
取
其
横
刀
之
時
、
其
熊
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野
山
之
荒
神
、
自
皆
為
切
仆
。（
中
略
）
故
、
天
神
御
子
、
問
獲
其
横
刀
之
所
由
、
高
倉
下
答
曰
、
己
夢
云
、
天
照
大
神
・
高
木
神
二
柱
神
之
命
以
、
召
建
御
雷
神
而
詔
、
葦
原
中
国
者
、
伊
多
玖
佐
夜
藝
帝
阿
理
那
理
。
此
十
一
字
以
音
。
我
御
子
等
、
不
平
坐
良
志
。
此
二
字
以
音
。
其
葦
原
中
国
者
、
専
汝
所
言
向
之
国
。
故
汝
建
御
雷
神
、
可
降
。
爾
、
答
曰
、
僕
雖
不
降
、
専
有
平
其
国
之
横
刀
、
可
降
是
刀
。（
中
略
）
降
此
刀
状
者
、
穿
高
倉
下
之
倉
頂
、
自
其
墮
入
。
故
、
阿
佐
米
余
玖
、
自
阿
下
五
字
以
音
。
汝
、
取
持
、
献
天
神
御
子
。
故
、
如
夢
教
而
、
旦
見
己
倉
者
、
信
有
横
刀
。
故
、
以
是
横
刀
而
献
耳
。
（『
記
』
中
巻
神
武
天
皇
）
引
用
Ｉ
の
波
線
部
で
、「
専
汝
所
言
向
之
国
。
故
汝
建
御
雷
神
、
可
降
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
御
雷
神
の
再
降
臨
は
、
再
度
行
う
地
上
の
言
向
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
建
御
雷
神
の
再
降
臨
が
、
実
際
に
は
、建
御
雷
神
か
ら
高
倉
下
経
由
で
、天
神
御
子
即
ち
神
武
天
皇
に
「
横
刀
」
を
与
え
る
と
い
う
形
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
引
用
Ｉ
二
重
傍
線
部
）、
こ
の
「
横
刀
」
に
関
わ
る
一
連
の
行
為
の
叙
述
も
ま
た
、
言
向
を
直
接
的
に
明
示
し
た
叙
述
と
見
な
し
う
る
。
ま
た
、
引
用
Ｉ
の
波
線
部
の
叙
述
に
は
、
引
用
Ｆ
の
傍
線
部
と
共
通
す
る
、
「
言
依
」
の
背
景
に
あ
る
世
界
を
描
写
し
た
「
伊
多
玖
佐
夜
藝
帝
阿
理
那
理
」
と
い
う
叙
述
（
引
用
Ｉ
太
字
）
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
波
線
部
の
叙
述
は
、「
横
刀
」
に
よ
る
言
向
（
引
用
Ｉ
二
重
傍
線
部
）
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
り
、
高
倉
下
の
見
た
夢
と
し
て
、
高
倉
下
か
ら
神
武
天
皇
に
対
し
て
直
接
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
神
武
天
皇
に
対
す
る
「
言
依
」
を
示
す
叙
述
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
神
武
東
征
伝
承
の
「
横
刀
」
に
関
す
る
言
向
が
描
か
れ
た
話
素
に
も
、
葦
原
中
国
平
定
譚
・
天
孫
降
臨
譚
と
同
様
に
、「
命
」
に
よ
る
「
言
依
」
に
あ
た
る
叙
述
が
存
在
す
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
こ
れ
ら
三
話
の
言
向
に
は
、「
命
」
と
し
て
の
「
言
依
」
が
必
ず
付
随
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
記
』
の
吉
野
叙
述
（
引
用
Ａ
）
に
は
、「
参
向
」
と
い
う
言
向
の
具
体
的
な
叙
述
が
、
同
じ
く
繰
り
返
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
統
治
者
で
あ
る
神
武
天
皇
本
人
及
び
、
そ
の
言
向
を
受
け
る
国
つ
神
に
対
し
て
、
そ
の
言
向
を
導
き
出
す
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
「
命
」
に
よ
る
「
言
依
」
の
叙
述
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
、「
参
向
」
を
含
む
『
記
』
の
吉
野
叙
述
で
は
、三
人
の
国
つ
神
を
言
向
す
る
吉
野
川
沿
い
に
辿
り
着
く
過
程
で
、
高
木
神
か
ら
八
咫
烏
が
遣
わ
さ
れ
て
天
皇
一
行
を
先
導
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
荒
ぶ
る
神
が
い
る
た
め
「
入
幸
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
あ
く
ま
で
も
、
荒
ぶ
る
神
の
蔓
延
る
中
を
巡
幸
す
る
た
め
に
、
八
咫
烏
を
先
導
者
と
し
て
遣
わ
し
た
に
過
ぎ
ず
、
所
謂
、
天
神
の
「
命
」
に
よ
る
「
知
国
」
が
含
意
さ
れ
た
「
言
依
」
の
叙
述
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
記
』
の
吉
野
の
言
向
は
、「
命
」
に
よ
る
「
言
依
」
に
導
か
れ
な
い
特
異
な
〈
言
向
〉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
他
の
三
話
の
言
向
の
話
素
に
見
ら
れ
た
「
命
」
に
よ
る
「
言
依
」
に
相
当
す
る
、
こ
の
吉
野
の
〈
言
向
〉
を
達
成
す
る
上
で
の
必
要
条
件
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
こ
そ
、『
記
』
中
の
吉
野
叙
述
の
特
異
性
、
す
な
わ
ち
『
記
』
の
物
語
に
お
け
る
吉
野
の
意
義
が
表
出
し
て
お
り
、『
記
』
の
吉
野
観
を
如
実
に
語
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
四
．「
天
安
河
」
と
吉
野
川
の
重
ね
合
わ
せ
『
記
』
の
吉
野
の
〈
言
向
〉（
引
用
Ａ
）
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
は
何
か
を
探
る
た
め
に
、『
記
』
の
特
異
性
の
一
つ
で
あ
る
、
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吉
野
行
幸
前
後
の
話
素
の
差
異
と
、
川
の
上
り
下
り
に
関
わ
る
行
幸
順
序
に
注
目
し
て
み
た
い
。
引
用
Ａ
の
吉
野
の
〈
言
向
〉
は
、神
武
天
皇
に
と
っ
て
初
め
て
の
「
横
刀
」
に
よ
る
言
向
が
記
さ
れ
た
Ｉ
と
、
兄
宇
迦
斯
・
弟
宇
迦
斯
に
対
し
て
、
Ｉ
と
同
様
に
「
横
刀
」
を
用
い
た
言
向
が
記
さ
れ
た
Ｃ
と
に
挟
ま
れ
た
、
特
徴
的
な
箇
所
に
配
さ
れ
て
い
る
。
都
倉
氏
は
、
Ｉ
か
ら
Ｃ
に
か
け
て
、
東
征
に
伴
う
王
権
の
聖
性
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、「
横
刀
」
を
媒
体
と
し
た
言
向
の
、
成
功
か
ら
広
が
り
に
至
る
軌
跡
が
描
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。こ
の
言
向
の
軌
跡
の
中
に
配
さ
れ
た
吉
野
の
〈
言
向
〉
は
、
神
武
天
皇
の
行
う
数
多
の
言
向
が
成
功
し
、
そ
の
作
用
が
広
が
っ
て
い
く
展
開
の
起
点
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
言
向
の
展
開
の
起
点
と
し
て
作
用
す
る
話
素
は
、
葦
原
中
国
平
定
譚
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
Ｊ
（
前
略
）
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
、
亦
、
問
諸
神
等
（
中
略
）
即
天
若
日
子
、
持
天
神
所
賜
天
之
波
士
弓
・
天
之
加
久
矢
、
射
殺
其
雉
。
爾
、
其
矢
、
自
雉
胸
通
而
、
逆
射
上
、
逮
坐
ａ
天
安
河
之
河
原
、
ｂ
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
御
所
。
是
高
木
神
者
、
高
御
産
巣
日
神
之
別
名
。
（
中
略
）
於
是
、
高
木
神
告
之
、
此
矢
者
、
所
賜
天
若
日
子
之
矢
、（
中
略
）
取
其
矢
、
自
其
矢
穴
衝
返
下
者
、
中
天
若
日
子
寝
朝
床
之
高
胸
坂
以
死
。（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
引
用
Ｊ
は
、
天
神
が
地
上
へ
派
遣
す
る
神
を
問
う
た
引
用
Ｆ
の
後
、
建
御
雷
神
等
が
派
遣
さ
れ
、
大
国
主
神
等
を
言
向
す
る
引
用
Ｇ
・
Ｈ
の
前
に
配
さ
れ
た
話
素
で
あ
る
。
こ
の
引
用
Ｊ
で
は
、
天
神
か
ら
、
地
上
で
の
言
向
遂
行
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
天
つ
神
の
天
若
日
子
が
、
天
神
の
意
図
に
背
い
て
反
逆
し
た
た
め
、
高
木
神
に
誅
さ
れ
る
。
こ
の
天
つ
神
が
天
つ
神
を
誅
す
行
為
は
、
被
統
治
者
で
あ
る
地
上
の
者
が
対
象
と
な
る
言
向
と
は
、
そ
の
対
象
の
属
性
が
異
な
る
も
の
の
、
統
治
す
る
天
神
に
相
対
し
、
抗
う
態
度
を
示
す
者
す
な
わ
ち
荒
ぶ
る
者
を
征
す
る
と
い
う
点
で
、
言
向
に
準
ず
る
叙
述
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
引
用
Ｊ
は
、
後
の
引
用
Ｇ
・
Ｈ
で
の
、
建
御
名
方
神
等
に
対
す
る
言
向
の
成
功
の
端
緒
と
な
る
話
素
と
解
せ
よ
う
。
こ
れ
ら
神
武
東
征
伝
承
・
葦
原
中
国
平
定
譚
の
言
向
の
起
点
と
な
る
、
引
用
Ａ
及
び
Ｊ
の
二
話
素
に
は
、
二
つ
の
共
通
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
交
わ
る
天
神
が
高
木
神
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
引
用
Ａ
及
び
Ｊ
で
は
、
三
話
の
中
で
唯
一
、
高
木
神
が
単
独
で
登
場
す
る
た
め
、
高
木
神
と
関
わ
り
が
深
い
話
素
で
あ（
１５
）ると
い
う
。
さ
ら
に
、
前
掲
引
用
Ｆ
の
波
線
部
⑴
に
見
ら
れ
る
、
天
照
大
御
神
が
単
独
で
「
言
依
」
を
行
う
叙
述
を
踏
ま
え
る
と
、
高
木
神
が
言
向
を
司
り
、
天
照
大
御
神
が
「
言
依
」
を
司
る
と
い
う
よ
う
に
、
個
々
の
天
神
に
属
し
て
、
言
向
及
び
「
言
依
」
は
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
引
用
Ｊ
の
傍
線
部
ｂ
に
お
い
て
、
高
御
産
巣
日
神
は
、
こ
の
言
向
を
司
る
高
木
神
へ
と
呼
称
が
変
化
す
る
。
こ
の
高
木
神
へ
の
呼
称
の
変
化
は
、『
記
』
上
巻
の
所
謂
海
幸
山
幸
神
話
に
お
い
て
、
海
神
が
火
遠
理
命
に
鉤
や
塩
盈
珠
・
塩
乾
珠
を
授
け
る
神
託
を
行
う
時
に
限
り
、
海
神
に
対
し
て
綿
津
見
大
神
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
、
高
木
神
が
、
ム
ス
ヒ
の
霊
威
が
託
さ
れ
た
天
皇
大
帝
に
比
定
さ
れ
る
天
照
大
御
神
の
依
り
代
と
し
て
機
能
す（
１６
）るこ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
地
上
の
言
向
を
司
る
神
と
し
て
の
神
性
の
獲
得
を
意
味
し
て
い
る
。
引
用
Ａ
と
Ｊ
の
高
木
神
の
叙
述
は
、
言
向
の
展
開
及
び
成
功
を
導
き
出
す
起
点
を
象
徴
す
る
要
素
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
川
と
い
う
場
が
言
向
の
起
点
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
引
用
Ａ
の
〈
言
向
〉
は
、
高
木
神
の
導
き
に
よ
っ
て
吉
野
川
沿
い
に
お
い
て
為
さ
れ
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る
。
一
方
、
引
用
Ｊ
で
は
、
高
木
神
は
、
地
上
か
ら
放
た
れ
た
天
之
加
久
矢
を
得
た
「
天
安
河
之
河
原
」（
引
用
Ｊ
傍
線
部
ａ
）
で
、
そ
の
矢
を
射
返
す
と
い
う
言
向
に
類
す
る
行
為
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
、
引
用
Ａ
で
は
、
こ
の
吉
野
川
を
、「
吉
野
河
之
河
尻
」
で
あ
る
川
下
か
ら
、「
其
山
」
に
入
る
川
上
へ
遡
上
し
つ
つ
〈
言
向
〉
を
行
う
。
他
方
、
引
用
Ｊ
の
「
天
安
河
」
の
川
上
に
は
、
建
御
雷
神
と
そ
の
父
神
が
住
ま
う
「
天
石
屋
」
が
あ
る
こ
と
が
、
Ｊ
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
Ｋ
（
中
略
）
爾
、
思
金
神
及
諸
神
白
之
、
坐
天
安
河
々
上
之
天
石
屋
、
名
伊
都
之
尾
羽
張
神
、
是
可
遣
。
伊
都
二
字
以
音
。
若
亦
、
非
此
神
者
、
其
神
之
子
、
建
御
雷
之
男
神
、
此
応
遣
。
且
、
其
天
尾
羽
張
神
者
、
逆
塞
上
天
安
河
之
水
而
、
塞
道
居
故
、
他
神
、
不
得
行
。
故
、
別
遣
天
迦
久
神
可
問
。
（
中
略
）
答
白
「
恐
之
。
仕
奉
。
然
、
於
此
道
者
、
僕
子
、
建
御
雷
神
可
遣
、
乃
貢
進
。
爾
、
天
鳥
船
神
、
副
建
御
雷
神
而
遣
。（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
そ
し
て
、
こ
の
引
用
Ｋ
の
傍
線
部
の
「
逆
塞
上
天
安
河
之
水
」
と
い
う
描
写
か
ら
、「
天
安
河
」
を
川
上
に
向
か
っ
て
遡
行
す
る
こ
と
で
、
天
神
が
建
御
雷
神
を
地
上
の
言
向
の
た
め
に
遣
わ
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
引
用
Ａ
及
び
Ｊ
の
二
話
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
武
東
征
伝
承
と
葦
原
中
国
平
定
譚
の
全
体
的
な
言
向
の
起
点
と
な
り
、
こ
の
起
点
を
象
徴
す
る
高
木
神
と
の
邂
逅
が
示
さ
れ
る
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
言
向
〉
と
言
向
の
成
功
の
た
め
に
必
須
の
行
為
と
さ
れ
る
遡
上
が
行
わ
れ
る
川
が
舞
台
と
な
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
共
通
点
を
介
し
て
、
Ａ
の
吉
野
の
〈
言
向
〉
の
場
と
な
っ
た
吉
野
川
は
、
Ｊ
の
「
天
安
河
」
に
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
、
吉
野
川
が
こ
の
よ
う
に
「
天
安
河
」
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。『
記
』
の
「
天
安
河
」
が
象
徴
す
る
意
義
に
つ
い
て
、『
紀
』
と
の
比
較
も
交
え
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
五
．「
宇
気
比
」
神
話
に
見
る
「
天
安
河
」
―
「
詔
別
」
の
場
―
『
記
』
に
お
け
る
「
天
安
河
」
の
初
出
は
、
次
の
天
照
大
御
神
及
び
須
佐
之
男
命
の
「
宇
気
比
」
の
場
面
で
あ
る
。
Ｌ
（
前
略
）
爾
速
須
佐
之
男
命
答
白
、
以
為
請
将
罷
往
之
状
、
参
上
耳
。
無
異
心
。
爾
天
照
大
御
神
詔
、
然
者
、
汝
ａ
心
之
清
明
、
何
以
知
。
於
是
、
速
須
佐
之
男
命
答
白
、
各
ｂ
宇
気
比
而
生
子
。
自
宇
以
下
三
字
以
音
、
下
效
此
。
故
爾
、
各
中
置
ｃ
天
安
河
而
、
宇
気
布
時
、（
中
略
）
於
吹
棄
気
吹
之
狭
霧
所
成
神
御
名
、
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
之
忍
穗
耳
命
。（
中
略
）
ｄ
於
是
天
照
大
御
神
、
告
速
須
佐
之
男
命
、
是
、
後
所
生
五
柱
男
子
者
、
物
実
因
我
物
所
成
故
、
自
吾
子
也
。
先
所
生
之
三
柱
女
子
者
、
物
実
因
汝
物
所
成
故
、
乃
汝
子
也
、
如
此
詔
別
也
。（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
「
宇
気
比
」
と
は
、
事
の
吉
凶
真
偽
を
知
る
た
め
に
、
予
め
条
件
を
複
数
提
示
し
、
そ
の
う
ち
、
実
際
に
起
こ
っ
た
条
件
に
基
づ
い
て
結
果
を
判
断
す
る
言
語
呪
術
で
あ（
１７
）る。
引
用
Ｌ
で
は
、
昇
天
し
た
須
佐
之
男
命
が
、
天
照
大
御
神
に
「
心
之
清
明
」（
傍
線
部
ａ
）
を
示
す
た
め
、
互
い
に
「
宇
気
比
」
（
傍
線
ｂ
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
子
を
生
む
。
そ
し
て
天
照
大
御
神
が
、
こ
の
生
ま
れ
た
計
八
柱
の
子
の
所
属
を
宣
言
し
た
「
詔
別
」（
傍
線
ｄ
）
の
場
が
「
天
安
河
」（
傍
線
ｃ
）
で
あ
る
。
烏
谷
氏
に
よ
る
と
、「
詔
別
」
と
は
、
統
治
す
る
世
界
や
継
承
す
る
役
割
を
規
定
す
る
語
で
あ
る
と
い
う
。そ
の
上
、
特
に
引
用
Ｌ
の
「
詔
別
」
に
つ
い
て
、
烏
谷
氏
は
天
照
大
御
神
の
言
の
力
が
表
れ
て
い
る
と
し
、
矢
嶋
泉
氏
は
天
忍
穗
耳
命
に
よ
る
皇
統
の
純
化
を
表
す
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と
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
引
用
Ｌ
の
「
詔
別
」
は
、
邇
々
芸
命
の
父
で
あ
る
天
忍
穗
耳
命
を
、
天
照
大
御
神
系
の
子
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
天
照
大
御
神
が
己
の
言
葉
に
よ
っ
て
天
忍
穗
耳
命
の
帰
属
を
確
定
す
る
行
為
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
宇
気
比
」
の
結
果
に
基
づ
い
た
「
詔
別
」
の
行
わ
れ
る
「
天
安
河
」
は
、
天
忍
穗
耳
命
を
天
照
大
御
神
系
の
子
と
し
て
帰
属
さ
せ
る
、
天
照
大
御
神
の
言
葉
の
力
が
表
れ
た
場
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
紀
』
の
当
該
箇
所
で
は
、
次
の
一
書
第
三
に
の
み
「
天
安
河
」
が
見
え
る
。
Ｍ
一
書
曰
、
日
神
与
素
戔
嗚
尊
、
隔
天
安
河
而
相
対
、
乃
立
誓
約
曰
、
汝
若
不
有
奸
賊
之
心
者
、
汝
所
生
子
必
男
矣
。
如
生
男
者
、
予
以
為
子
而
令
治
天
原
也
。
ａ
於
是
日
神
先
食
其
十
握
剣
化
（
中
略
）
又
食
九
握
剣
（
中
略
）
又
食
八
握
剣
（
中
略
）
巳
而
素
戔
嗚
尊
含
其
左
髻
所
纒
五
百
箇
御
統
之
瓊
、
而
著
於
左
手
掌
中
便
化
生
男
矣
。
則
称
之
曰
、
正
哉
吾
勝
。
故
因
名
之
、
曰
勝
速
日
天
忍
穗
耳
尊
。（
中
略
）
其
素
戔
嗚
尊
所
生
之
児
、
皆
已
男
矣
、
故
日
神
方
知
素
戔
嗚
尊
元
有
赤
心
、
便
取
其
六
男
以
為
日
神
之
子
、
使
治
天
原
、
即
以
日
神
所
生
三
女
神
者
、
使
隆
居
于
葦
原
中
国
之
宇
佐
嶋
矣
。
今
在
海
北
道
中
、
号
曰
道
主
貴
。
ｂ
此
筑
紫
水
沼
君
等
祭
神
（
後
略
）（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
六
段
一
書
第
三
）
こ
の
『
紀
』
一
書
第
三
で
は
、『
記
』（
引
用
Ｌ
）
と
同
じ
く
「
天
安
河
」
で
「
誓
約
」
が
行
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
「
誓
約
」
で
生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
、
日
神
の
力
と
は
無
関
係
な
地
の
文
で
、「
取
其
六
男
以
為
日
神
之
子
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
矢
嶋
氏
は
、『
紀
』
の
当
該
記
事
に
は
「
物
実
」
の
交
換
が
明
示
さ
れ
な
い
た
め
、
天
忍
穗
耳
尊
は
あ
く
ま
で
も
素
戔
嗚
尊
の
子
で
あ
り
、
日
神
と
は
養
子
の
関
係
と
な
る
た
め
、
帰
属
し
た
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
記
』
引
用
Ｌ
の
「
詔
別
」
の
よ
う
に
、
日
神
の
言
葉
が
天
忍
穗
耳
尊
の
帰
属
を
確
定
す
る
場
と
し
て
、『
紀
』
引
用
Ｍ
の
「
天
安
河
」
は
機
能
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
『
記
』
引
用
Ｌ
と
は
異
な
る
、『
紀
』
引
用
Ｍ
の
「
天
安
河
」
の
意
義
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
『
紀
』
の
叙
述
を
み
て
み
よ
う
。
Ｎ
（
前
略
）
至
於
火
神
軻
遇
突
智
之
生
也
、其
母
伊
弉
冉
尊
見
焦
而
化
去
。
于
時
伊
弉
諾
尊
恨
之
曰
、
唯
以
一
児
、
替
我
愛
之
妹
者
乎
。（
中
略
）
遂
抜
所
帯
十
握
剣
、
斬
軻
遇
突
智
為
三
段
。
此
各
化
成
神
也
。
復
剣
刃
垂
血
、
是
為
天
安
河
辺
所
在
五
百
箇
磐
石
也
。
即
此
経
津
主
神
之
祖
矣
。
（
後
略
）
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
五
段
一
書
第
六
）
Ｏ
（
前
略
）
又
曰
、
斬
軻
遇
突
智
時
、
其
血
激
越
、
染
於
天
八
十
河
中
所
在
五
百
箇
磐
石
。
而
因
化
成
神
、（
中
略
）
次
磐
筒
女
神
、
児
経
津
主
神
。（
後
略
）
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
神
代
上
第
五
段
一
書
第
七
）
引
用
Ｎ
・
Ｏ
で
は
、「
五
百
箇
磐
石
」
が
あ
る
、「
天
安
河
辺
」
も
し
く
は
「
天
八
十
河
中
」
に
お
い
て
、刀
剣
神
の
経
津
主
神
が
生
ま
れ
る
。一
方
、『
記
』
の
当
該
箇
所
に
は
、「
五
百
箇
磐
石
」
に
比
定
さ
れ
る
「
湯
津
石
村
」
の
叙
述
は
あ
る
も
の
の
、「
天
安
河
」
と
刀
剣
神
で
あ
る
経
津
主
神
の
記
述
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
、『
紀
』
の
「
天
安
河
」
に
は
、
刀
剣
神
の
生
出
す
る
場
と
し
て
の
特
異
な
意
味
が
根
底
に
あ
り
、『
紀
』
引
用
Ｍ
の
「
天
安
河
」
は
、
女
神
を
生
む
「
十
握
剣
」「
九
握
剣
」「
八
握
剣
」（
引
用
Ｍ
傍
線
部
ａ
）
と
い
う
三
剣
に
対
応
し
た
表
現
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
紀
』
第
六
段
一
書
第
一
で
は
、『
紀
』
引
用
Ｍ
と
同
じ
く
剣
が
複
数
記
述
さ
れ
る
も
の
の
、「
天
安
河
」
は
現
れ
な
い
。
ま
た
、『
紀
』
引
用
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Ｍ
で
は
、女
神
三
柱
は
宇
佐
島
に
降
さ
れ
、海
北
道
中
の
主
宰
神
と
し
て
「
此
筑
紫
水
沼
君
等
祭
神
」（
傍
線
部
ｂ
）
と
記
さ
れ
る
が
、
一
書
第
一
で
は
、
同
じ
女
神
三
柱
は
、
筑
紫
に
降
さ
れ
海
北
道
中
の
主
宰
神
と
し
て
「
奉
助
天
孫
、
而
為
天
孫
所
祭
」
と
あ
り
、
天
孫
降
臨
の
幇
助
に
関
与
す
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、『
紀
』
引
用
Ｍ
の
「
天
安
河
」
は
、
天
照
大
御
神
の
言
葉
に
よ
り
天
忍
穗
耳
尊
の
帰
属
が
示
さ
れ
ず
、
天
孫
降
臨
の
幇
助
が
描
か
れ
な
い
こ
と
を
特
色
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
皇
統
に
積
極
的
に
関
与
し
な
い
と
い
う
点
で
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
紀
』
引
用
Ｍ
の
「
天
安
河
」
は
、
刀
剣
神
の
生
来
す
る
場
で
あ
り
、
天
孫
と
の
関
係
が
比
較
的
希
薄
な
場
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
紀
』
の
「
天
安
河
」
の
特
色
を
踏
ま
え
る
と
、『
記
』
の
「
天
安
河
」
と
い
う
場
は
、
天
照
大
御
神
が
「
詔
別
」
に
あ
た
る
特
異
な
言
葉
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
天
忍
穗
耳
尊
へ
の
皇
統
の
確
固
た
る
継
承
を
表
す
と
い
う
、『
記
』
独
自
の
意
味
合
い
を
含
意
す
る
場
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
．「
宇
気
比
」
神
話
に
見
る
「
天
安
河
」
―「
詔
り
直
し
」の
場
―
天
照
大
御
神
の
言
葉
に
よ
る
子
の
帰
属
の
規
定
自
体
は
、
実
は
『
紀
』
第
六
段
正
文
に
、『
記
』
の
よ
う
に
「
詔
別
」
と
は
称
さ
れ
な
い
も
の
の
、
天
照
大
御
神
が
「
勅
」
し
た
言
葉
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
矢
嶋
氏
が
、
こ
れ
が
「
曰
」
で
は
な
く
「
勅
」
の
字
を
以
て
記
さ
れ
る
点
に
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
記
』
と
同
様
に
『
紀
』
正
文
で
も
、
天
照
大
御
神
に
よ
る
子
の
帰
属
の
規
定
が
、
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、『
記
』
で
は
「
天
安
河
」
が
「
詔
別
」
の
場
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、『
紀
』
正
文
に
は
「
天
安
河
」
が
描
か
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
『
紀
』
の
「
天
安
河
」
像
に
符
合
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、『
記
』
の
「
天
安
河
」
の
、「
宇
気
比
」
に
端
を
発
す
る
「
詔
別
」
に
よ
っ
て
、
皇
統
を
明
示
し
帰
属
を
規
定
す
る
場
と
い
う
意
義
の
色
濃
さ
を
指
摘
し
得
る
。
こ
の
『
記
』
に
特
有
の
意
味
を
支
持
す
る
も
の
は
何
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
天
安
河
」
が
舞
台
と
な
っ
た
「
詔
別
」
の
後
に
あ
る
次
の
記
事
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｐ
爾
、
速
須
佐
之
男
命
、
白
于
天
照
大
御
神
、
ａ
我
心
清
明
故
、
我
所
生
之
子
得
手
弱
女
。
因
此
言
者
、
自
我
勝
、
云
而
、
於
勝
佐
備
此
二
字
以
音
。
離
天
照
大
御
神
之
営
田
之
阿
此
阿
字
以
音
。
埋
其
溝
、
亦
、
其
、
於
聞
看
大
嘗
之
殿
屎
麻
理
此
二
字
以
音
。
散
。
故
、
雖
然
為
、
ｂ
天
照
大
御
神
者
、
登
賀
米
受
而
告
、
如
屎
、
醉
而
吐
散
登
許
曾
、
此
三
字
以
音
。
我
那
勢
之
命
、
為
如
此
。
又
、
離
田
之
阿
・
埋
溝
者
、
地
矣
阿
多
良
斯
登
許
曾
、
自
阿
以
下
七
字
以
音
。
我
那
勢
之
命
、
為
如
此
登
、
此
一
字
以
音
。
詔
雖
直
、（
後
略
）
（『
記
』
上
巻
）
引
用
Ｐ
の
傍
線
部
ａ
の
よ
う
に
、
須
佐
之
男
命
は
、
自
身
の
心
が
「
清
明
」
で
あ
る
が
故
に
、「
宇
気
比
」
に
勝
ち
、
根
之
堅
州
国
に
神
逐
さ
れ
た
荒
ぶ
る
神
の
行
う
行
為
の
一
環
と
し
て
、
従
前
の
高
天
原
を
支
配
す
る
伊
耶
那
岐
命
の
秩
序
を
外
か
ら
壊
乱
す
る
「
勝
佐
備
」
を
行（
１８
）う。こ
の
「
勝
佐
備
」
は
、
須
佐
之
男
命
の
「
清
明
」
心
の
証
明
と
、
後
の
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
継
続
す
る
悪
行
の
原
因
と
い
う
両
義
性
を
有
し
、「
清
明
」
に
も
拘
わ
ら
ず
荒
ぶ
る
須
佐
之
男
命
像
の
成
立
を
可
能
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
照
大
御
神
は
、
須
佐
之
男
命
の
行
う
「
勝
佐
備
」
を
踏
ま
え
て
、
引
用
Ｐ
の
傍
線
部
ｂ
の
よ
う
に
「
詔
り
直
す
」
に
あ
た
る
言
葉
を
発
す
る
。「
詔
り
直
す
」
と
は
、
悪
し
き
行
為
を
良
き
行
為
へ
と
転
換
す
る
言
語
呪
術
装
置
で
あ（
１９
）ると
い
う
。
ま
た
、
矢
嶋
氏
は
、
天
照
大
御
神
が
「
宇
気
比
」
に
よ
っ
て
須
佐
之
男
命
の
「
清
明
」
心
を
認
め
た
た
め
に
、「
詔
り
直
す
」
と
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称
さ
れ
る
言
葉
を
発
し
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
須
佐
之
男
命
の
五
世
孫
で
あ
る
大
国
主
神
が
邇
々
芸
命
に
服
属
す
る
天
孫
降
臨
譚
を
予
定
調
和
的
に
語
る
言
葉
と
し
て
「
詔
り
直
し
」
を
捉
え
て
、
須
佐
之
男
命
の
多
分
な
「
清
明
」
ぶ
り
を
論
ず
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
地
の
文
で
「
詔
り
直
す
」
と
称
さ
れ
る
天
照
大
御
神
の
発
す
る
言
葉
は
、
須
佐
之
男
命
の
心
が
「
清
明
」
で
あ
る
と
の
天
照
大
御
神
の
抱
く
認
識
が
、
言
葉
と
し
て
発
露
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
照
大
御
神
の
視
点
か
ら
、
須
佐
之
男
命
の
「
清
明
」
心
を
捉
え
て
己
の
言
葉
で
表
し
た
点
で
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
詔
り
直
し
」
に
あ
た
る
天
照
大
御
神
の
言
葉
は
、
須
佐
之
男
命
の
「
清
明
」
心
を
証
明
し
た
「
宇
気
比
」
へ
の
勝
利
に
起
因
す
る
「
勝
佐
備
」
の
壊
乱
を
、
天
照
大
御
神
が
暗
に
承
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
、「
清
明
」
心
に
端
を
発
す
る
こ
の
悪
行
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
天
照
大
御
神
か
ら
見
た
従
属
的
な
須
佐
之
男
命
の
立
場
を
定
義
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
方
、『
紀
』
に
は
「
詔
り
直
し
」
と
し
て
天
照
大
御
神
が
発
す
る
言
葉
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
矢
嶋
氏
は
、『
紀
』
に
は
「
勝
佐
備
」
と
い
う
仕
組
み
が
な
く
、
清
き
心
を
以
て
悪
行
を
働
く
と
い
う
矛
盾
を
回
避
す
る
べ
く
、
心
の
清
濁
が
描
か
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、「
詔
り
直
し
」
の
必
要
性
に
欠
け
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
紀
』
に
は
、
文
構
成
上
「
詔
り
直
し
」
に
あ
た
る
天
照
大
御
神
の
言
葉
が
存
在
し
得
な
い
た
め
、
天
照
大
御
神
と
い
う
統
べ
る
者
の
発
し
た
、「
宇
気
比
」
を
原
点
と
す
る
「
詔
り
直
す
」
と
称
さ
れ
る
言
葉
に
こ
そ
、
皇
統
の
継
承
を
支
持
す
る
『
記
』
に
特
有
の
意
味
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
『
記
』
に
特
異
な
「
詔
り
直
す
」
と
称
さ
れ
る
天
照
大
御
神
の
言
葉
の
端
緒
を
な
す
「
宇
気
比
」
の
舞
台
が
、「
天
安
河
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
記
』
の
「
天
安
河
」
は
、
伊
耶
那
岐
命
の
秩
序
を
実
行
す
る
天
照
大
御
神
が
、
己
の
発
揮
す
る
言
葉
の
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
秩
序
の
外
の
力
に
値
す
る
須
佐
之
男
命
の
壊
乱
を
凌
駕
し
、
秩
序
の
内
外
を
掌
握
し
統
べ
る
場
と
し
て
の
意
義
も
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
七
．
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
見
る
「
天
安
河
」
こ
の
天
照
大
御
神
に
よ
る
「
詔
り
直
し
」
の
後
に
も
、
須
佐
之
男
命
の
荒
ぶ
る
神
と
し
て
の
力
は
止
ま
ず
、
そ
の
顕
著
な
発
現
の
結
果
が
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
表
れ
る
。
こ
の
天
の
岩
屋
戸
神
話
で
は
、『
記
』
及
び
『
紀
』
正
文
の
両
方
に
「
天
安
河
」
が
描
か
れ
る
た
め
、『
記
』
の
「
天
安
河
」
の
場
の
意
味
を
、『
紀
』
正
文
と
の
差
異
か
ら
探
る
こ
と
と
す
る
。
寺
川
眞
知
夫
氏
は
、
両
書
に
共
通
す
る
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
つ
い
て
、
伊
邪
那
伎
命
を
秩
序
と
す
る
世
界
か
ら
、
八
百
万
神
に
祭
ら
れ
る
神
と
な
っ
た
天
照
大
御
神
が
統
治
す
る
世
界
へ
の
変
遷
を
描
く
、
高
天
原
の
統
治
の
主
神
に
関
す
る
過
渡
期
を
描
写
し
た
神
話
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
寺
川
氏
は
『
記
』
に
見
ら
れ
る
天
照
大
御
神
の
隠
り
に
は
、
須
佐
之
男
命
の
行
っ
た
死
穢
を
招
く
暴
挙
に
よ
っ
て
大
嘗
祭
が
行
え
ず
、
獲
得
し
得
な
か
っ
た
統
治
神
と
し
て
の
実
質
的
な
力
を
獲
得
す
る
た
め
に
、擬
制
的
な
死
の
表
れ
と
し
て
、
「
畏
」
れ
忌
み
隠
れ
す
る
性
質
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
改
め
て
左
記
の
『
記
』
の
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
Ｑ
（
前
略
）
故
於
是
、
天
照
大
御
神
、
見
畏
、
開
天
石
屋
戸
而
、
ａ
刺
許
母
理
此
三
字
以
音
。
坐
也
。
爾
、
高
天
原
皆
暗
、
葦
原
中
国
悉
闇
。
因
此
而
常
夜
往
。
於
是
、
ｂ
万
神
之
声
者
、
狭
那
須
此
二
字
以
音
。
満
、
万
妖
、
悉
発
。
是
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以
、
八
百
万
神
、
於
天
安
之
河
原
、
神
集
々
而
、（
中
略
）
故
、
天
照
大
御
神
出
坐
之
時
、
高
天
原
及
葦
原
中
国
、
自
得
照
明
。
（『
記
』
上
巻
）
こ
こ
で
は
、
天
照
大
御
神
が
天
の
岩
屋
戸
に
「
刺
許
母
理
坐
」（
引
用
Ｑ
傍
線
ａ
）
と
い
う
隠
り
の
行
動
を
と
っ
た
時
、
高
天
原
及
び
葦
原
中
国
に
「
万
神
之
声
者
、
狭
那
須
満
、
万
妖
、
悉
発
」
と
い
う
様
相
が
発
現
し
た
と
い
う
（
引
用
Ｑ
傍
線
ｂ
）。
そ
し
て
、「
是
以
」
て
「
八
百
万
神
、
於
天
安
之
河
原
、
神
集
々
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
様
相
こ
そ
、「
天
安
之
河
原
」
に
お
い
て
、
八
百
万
神
が
認
識
し
た
、
天
照
大
御
神
の
隠
り
の
原
因
に
相
当
す
る
。
こ
の
様
相
は
、
烏
谷
氏
に
よ
る
と
、
須
佐
之
男
命
が
伊
邪
那
伎
命
か
ら
の
「
汝
命
者
、
所
知
海
原
矣
」
と
い
う
「
事
依
」
を
拒
否
し
、
啼
哭
し
生
み
出
し
た
「
悪
神
之
音
、
如
狭
皆
満
、
万
物
之
妖
、
悉
発
」
と
い
う
荒
ぶ
る
様
相
と
、
そ
の
様
態
の
描
き
方
の
点
で
共
通
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
天
照
大
御
神
が
隠
る
こ
と
で
表
し
た
様
相
が
、
伊
邪
那
伎
命
の
「
事
依
」
を
拒
否
し
た
須
佐
之
男
命
の
荒
ぶ
る
様
態
を
示
す
表
現
と
共
通
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
様
相
は
、
天
照
大
御
神
の
発
揮
す
る
荒
ぶ
る
力
の
顕
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
伊
邪
那
伎
命
の
秩
序
の
外
に
出
る
こ
と
の
表
れ
と
し
て
も
解
釈
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、「
天
安
之
河
原
」
で
発
せ
ら
れ
る
、
天
照
大
御
神
の
隠
り
を
解
く
八
百
万
神
の
言
動
は
、
伊
邪
那
伎
命
の
秩
序
の
外
に
在
る
天
照
大
御
神
の
荒
ぶ
る
力
を
鎮
め
る
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
照
大
御
神
の
隠
る
と
い
う
行
い
に
は
、
八
百
万
神
に
対
し
て
、
己
を
統
治
神
と
し
て
認
知
さ
せ
る
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
寺
川
氏
の
指
摘
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
八
百
万
神
が
、
天
照
大
御
神
の
隠
り
を
解
く
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
天
照
大
御
神
が
八
百
万
神
を
、
己
の
発
す
る
荒
ぶ
る
力
を
除
く
当
事
者
た
ら
し
め
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
殊
に
、
天
照
大
御
神
が
隠
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
天
宇
受
売
が
歌
舞
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
八
百
万
神
が
笑
っ
て
い
た
た
め
、
天
照
大
御
神
が
そ
の
理
由
を
問
う
た
時
、
天
宇
受
売
が
「
益
汝
命
而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
」
と
返
答
す
る
。
こ
の
問
答
は
、
八
百
万
神
が
隠
り
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
荒
ぶ
る
力
を
意
に
介
し
て
い
な
い
こ
と
を
天
照
大
御
神
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
天
照
大
御
神
の
荒
ぶ
る
力
を
言
向
し
た
語
に
等
し
い
。
こ
こ
か
ら
、
天
照
大
御
神
が
、
八
百
万
神
を
言
向
す
る
神
た
ら
し
め
る
存
在
、
す
な
わ
ち
「
言
依
」
を
行
う
に
値
す
る
高
天
原
の
統
治
神
に
な
っ
た
と
解
せ
よ
う
。
一
方
、『
紀
』
正
文
に
は
、
八
十
神
が
集
っ
た
「
天
安
河
辺
」
と
い
う
場
の
表
現
は
あ
る
も
の
の
、『
記
』
の
よ
う
な
天
照
大
御
神
の
荒
ぶ
る
力
は
顕
示
さ
れ
ず
、
ま
た
天
宇
受
売
は
、
天
照
大
御
神
の
隠
り
に
対
抗
す
る
言
葉
を
発
し
な
い
。
つ
ま
り
、
天
照
大
御
神
の
荒
ぶ
る
力
は
、
隠
り
の
原
因
や
、「
天
安
河
辺
」
に
八
十
万
神
が
集
っ
た
理
由
に
当
た
ら
な
い
。『
紀
』
の
「
天
安
河
辺
」
は
、「
常
闇
」
を
招
い
た
天
照
大
御
神
の
隠
り
を
解
く
た
め
に
、
八
百
万
神
が
開
い
た
単
な
る
合
議
の
場
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
記
』
の
「
天
安
之
河
原
」
は
、
天
照
大
御
神
が
、
八
百
万
神
の
言
動
を
介
し
て
、
己
が
隠
る
こ
と
に
よ
り
発
動
す
る
荒
ぶ
る
力
を
、
八
百
万
神
に
言
向
さ
せ
る
と
い
う
、「
言
依
」
の
表
れ
た
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
照
大
御
神
が
、
言
向
を
導
き
出
す
「
言
依
」
を
行
う
に
相
応
し
い
高
天
原
の
統
治
神
と
な
り
、
天
照
大
御
神
の
秩
序
の
世
界
へ
と
周
囲
を
導
引
す
る
場
が
「
天
安
之
河
原
」
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
八
．
お
わ
り
に
以
上
の
よ
う
に
、『
記
』
の
「
宇
気
比
」
神
話
か
ら
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
― 122 ―
か
け
て
叙
述
さ
れ
た
「
天
安
河
」
は
、
葦
原
中
国
平
定
譚
で
、
天
照
大
御
神
の
天
忍
穗
耳
命
へ
の
「
言
依
」
が
、
言
向
を
行
う
側
の
八
百
万
神
に
明
示
さ
れ
る
場
と
し
て
も
描
か
れ
る
（
前
掲
引
用
Ｆ
波
線
部
⑵
太
字
）。
こ
の
「
天
安
河
」
は
、『
記
』
序
文
で
「
議
安
河
而
平
天
下
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
議
り
の
場
で
あ
る
こ
と
に
相
違
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
、
天
忍
穗
耳
尊
へ
の
皇
統
意
識
に
根
ざ
し
た
天
照
大
御
神
の
言
葉
の
力
や
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
荒
ぶ
る
者
の
「
清
明
」
心
を
引
き
出
し
従
わ
せ
る
力
、
さ
ら
に
は
高
天
原
の
統
治
神
が
行
う
「
言
依
」
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
場
と
い
う
、
「
宇
気
比
」
神
話
か
ら
天
の
岩
屋
戸
神
話
に
か
け
て
見
ら
れ
る
『
記
』
の
「
天
安
河
」
特
有
の
意
義
が
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
天
安
河
」
の
象
徴
す
る
意
義
は
、
葦
原
中
国
平
定
譚
と
い
う
地
上
の
統
治
の
先
駆
け
に
至
る
ま
で
続
く
、
連
綿
た
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
天
安
河
」
の
場
の
連
綿
た
る
性
質
を
踏
ま
え
、
引
用
Ａ
の
〈
言
向
〉
の
場
で
あ
る
吉
野
川
が
、「
天
安
河
」
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
吉
野
川
は
、
神
武
東
征
伝
承
全
体
の
言
向
の
起
点
の
象
徴
で
あ
る
高
木
神
の
導
き
の
も
と
、
遡
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
言
向
〉
が
成
功
す
る
場
で
あ
り
、
か
つ
、
高
天
原
の
統
治
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
に
よ
る
「
言
依
」
が
表
れ
た
場
と
し
て
も
機
能
す
る
重
層
的
な
意
味
を
付
与
さ
れ
た
場
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
吉
野
の
〈
言
向
〉
を
も
た
ら
す
「
言
依
」
は
、言
向
を
描
い
た
他
の
話
素
に
み
ら
れ
る
天
照
大
御
神
等
の
「
知
国
」
を
表
す
「
命
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
照
大
御
神
の
力
が
映
し
出
さ
れ
る
吉
野
川
と
い
う
場
そ
の
も
の
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、『
記
』
の
物
語
に
お
け
る
吉
野
叙
述
の
特
異
性
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
上
の
吉
野
川
に
表
さ
れ
た
「
言
依
」
は
、
被
統
治
者
が
い
る
地
上
が
舞
台
と
な
る
言
向
に
対
し
、
そ
の
性
質
上
、
高
天
原
に
在
す
天
照
大
御
神
を
主
体
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
吉
野
川
は
、
地
上
と
は
異
な
る
一
種
の
異
界
で
あ
る
高
天
原
と
の
邂
逅
の
場
と
い
う
性
格
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
高
天
原
と
の
邂
逅
の
場
と
い
う
性
格
は
、
所
謂
『
記
』
の
海
幸
山
幸
神
話
に
お
い
て
、
火
遠
理
命
と
豊
玉
毘
売
命
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
玉
器
の
中
の
水
が
、
海
国
と
い
う
異
界
と
、
天
孫
に
代
表
さ
れ
る
高
天
原
と
の
邂
逅
の
直
接
的
媒
体
と
な
る
こ
と
を
参
照
し
て
み
る
と
、
川
と
い
う
空
間
そ
の
も
の
が
支
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
高
天
原
の
統
治
神
で
あ
る
天
照
大
御
神
に
よ
る
「
言
依
」
が
、
吉
野
川
の
叙
述
を
通
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
が
確
認
で
き
よ
う
。
『
記
』
に
見
ら
れ
る
、
神
武
天
皇
が
遡
行
す
る
吉
野
川
は
、「
天
安
河
」
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
と
い
う
『
記
』
特
有
の
文
脈
に
よ
っ
て
、
東
征
に
よ
る
全
体
的
な
言
向
の
起
点
と
し
て
の
〈
言
向
〉
の
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
導
き
出
す
天
照
大
御
神
に
よ
る
「
言
依
」
の
場
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
高
天
原
と
の
邂
逅
の
場
で
も
あ
る
と
い
う
重
層
的
構
造
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
幾
重
に
も
重
な
る
吉
野
川
像
こ
そ
、『
記
』
の
神
武
東
征
伝
承
に
見
ら
れ
る
吉
野
観
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
注
（
１
）
本
稿
で
は
以
下
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
を
そ
れ
ぞ
れ
『
記
』・『
紀
』
と
略
称
す
る
。
ま
た
「
両
書
」
と
い
う
場
合
『
記
』・『
紀
』
の
二
書
を
指
す
。
（
２
）
『
万
葉
集
』
一
二
〇
九
番
歌
に
は
、
紀
伊
国
の
枕
詞
の
「
麻
毛
吉
」
を
用
い
「
妹
与
背
山
」
付
近
の
「
木
川
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
古
来
同
一
の
川
で
あ
る
紀
ノ
川
と
吉
野
川
の
名
称
が
、
そ
の
流
れ
る
地
域
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
３
）
宮
坂
敏
和
『
吉
野
そ
の
歴
史
と
伝
承
』（
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
・
一
一
）。
三
八
頁
。
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（
４
）
大
宇
陀
町
編
『
改
訂
大
宇
陀
町
史
』（
大
宇
陀
町
、
一
九
九
二
・
二
）。
一
一
八
頁
。
（
５
）
岸
根
敏
幸
「
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
比
較
研
究
―
特
に
天
降
り
の
経
緯
と
使
者
の
派
遣
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
七－
一
、
二
〇
一
五
・
六
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
岸
根
論
文
は
上
記
を
指
す
。
上
田
正
昭
『
日
本
神
話
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
・
四
）。
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
。
（
６
）
矢
嶋
泉
「
記
紀
〈
ウ
ケ
ヒ
神
話
〉
の
読
み
―
『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
て
―
（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
六
四
、
一
九
八
四
・
一
二
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
矢
嶋
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
７
）
烏
谷
知
子
「
古
事
記
の
言
―
「
言
向
」「
言
挙
」
へ
の
展
開
―
」（『
学
苑
』
八
四
三
、
二
〇
一
一
・
一
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
烏
谷
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
８
）
神
野
志
隆
光
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
「
事
向
」
を
め
ぐ
っ
て
―
「
こ
と
む
け
」
攷
補
説
―
」（『
学
大
国
文
』
二
五
、
一
九
八
一
・
一
二
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
神
野
志
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
９
）
石
坂
正
蔵
「
言
向
考
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
、
一
九
四
三
・
七
）。
（
１０
）
藤
井
貞
和
「
古
代
文
学
に
お
け
る
語
り
―
『
古
事
記
』
の
事
例
か
ら
―
」（『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
一
古
事
記
・
王
権
の
語
り
』
有
精
堂
出
版
、一
九
八
六
・
七
）。都
倉
義
孝
「
古
代
王
権
の
国
土
と
そ
の
継
承
（
一
）
―
『
古
事
記
』
の
構
造
に
関
連
し
て
―
」（
注
一
〇
同
所
収
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
都
倉
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
１１
）
榎
本
福
寿
「『
古
事
記
』
が
つ
た
え
る
天
神
御
子
と
は
な
に
か
」（『
京
都
語
文
』
四
、
一
九
九
九
・
一
〇
）。
（
１２
）
注
五
（
岸
根
氏
）・
八
（
神
野
志
氏
）・
九
（
石
坂
氏
）・
一
一
（
榎
本
氏
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
１３
）
西
條
勉
氏
「
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
と
皇
祖
神
の
誕
生
」（『
古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
・
一
一
）
に
よ
る
と
、「
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
忍
穗
耳
命
」
か
ら
「
日
子
番
能
邇
々
芸
命
」
へ
の
統
治
者
の
遷
移
は
、ア
マ
テ
ラ
ス
系
神
話
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
系
神
話
に
結
合
さ
せ
る
『
記
』
特
有
の
「
テ
ク
ス
ト
編
成
上
の
手
続
き
」（
一
六
四
頁
）
で
あ
る
と
い
う
。
統
治
す
る
と
い
う
「
命
」
及
び
「
言
依
」
の
内
容
自
体
へ
の
変
更
は
な
い
。
（
１４
）
「
言
趣
」（
引
用
Ｆ
）
は
、
天
神
が
神
を
遣
わ
す
目
的
を
表
し
、「
言
向
」
（
引
用
Ｈ
）
は
、
そ
の
目
的
の
達
成
の
復
奏
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
葦
原
中
国
を
平
定
す
る
行
為
と
し
て
共
通
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
実
行
者
の
視
点
で
そ
の
行
為
を
捉
え
る
時
、「
言
向
」
に
表
記
を
統
一
す
る
。
（
１５
）
神
田
典
城
「
高
木
神
の
性
格
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」（『
古
事
記
年
報
』
二
四
号
、
一
九
八
二
・
一
）。
（
１６
）
三
谷
栄
一
『
古
事
記
成
立
の
研
究：
後
宮
と
神
祇
官
の
文
学
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
〇
・
七
）。
一
一
五
〜
一
一
七
頁
。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
三
谷
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
１７
）
『
古
事
記
』
の
「
う
け
ひ
」
に
関
す
る
頭
注
及
び
、
毛
利
正
守
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
誓
約
」（
吉
井
巌
氏
編
著
『
記
紀
万
葉
論
叢
』、
塙
書
房
、
一
九
九
二
・
五
）。
（
１８
）
寺
川
眞
知
夫
「
天
照
大
御
神
の
高
天
原
統
治
の
完
成
―
八
百
万
神
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
―
」（『
古
事
記
神
話
の
研
究
』、
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
・
三
）。
な
お
、
本
稿
で
参
考
す
る
寺
川
論
文
は
す
べ
て
上
記
を
指
す
。
（
１９
）
猪
股
と
き
わ
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」（『
日
本
神
話
が
わ
か
る
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
・
八
）。
引
用
本
文
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、
『
古
事
記
伝
』
は
『
古
事
記
伝
』（
日
本
名
著
刊
行
会
、一
九
三
〇
・
五
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
引
用
中
の
傍
線
・
波
線
・
二
重
傍
線
は
筆
者
が
記
し
た
。
（
お
が
わ
ま
り
か
本
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修
卒
業
生
）
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